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絹本著色恵日寺絵図の歴史地理的考察

安　鐙　初　雄※

は　し　が　き

　この絹本著色憲欝寺絵震は．橿島漿鄭蘇郡磐梯

瞬字本寺上鐙灘番地の恵饗寺所有で，昭穂蔦隼

（欝韓／2薄器嚢誉で國の重要美術贔に認定され，

現在会津若松毒にある橿島桑主簿｛霧鐘姦こ寄託され．

ている。この絵籔はこれまで鎌倉末窮から室驚得

代窃類までに作成されたと見られてきた古絵麟

で、この地方の中盤窮鞘の様子を示す数少ない史

料の一つとして貴重である。燈，古い絵纒のため

損傷が甚だしく，顔料は一部鰐離し，漉記で判読

が不能の纒所もある畠作成隼代の記載がないので，

これを資料として活罵するためには，推定しうる

作成年代の輕を，鐡来るだけ短く詰める必要があ

り，また摩滅した注記の補足もしなければならな

い．それらの検討に騰えて，2－3の翼題をとり

あげるのが，本稿の主たる嚢的である。

玉　恵欝寺と恵舞寺絵麟との名称について

　璽州会津磐梯霞恵欝寺は，大岡2隼（総の徳一

の禽彗設で，初この寺は溝水寺と辱諺『れたという。

すなわち寛文5年（藩6§／作の恵嚢寺繰越（鷺こ徳一

の歌として，「恵牟瞬羅波穂禮末多古銭輿以渡波之

農胞末乃不毛土能幾輿美豊乃天羅ゴとあむ，「幾興

美豆乃天羅」すなわち「きよみずのてらコである。

駆麻都大寺村の地志薦集鱒では「せい承寺雌とす

る。この寺は慧欝寺で後年悪難寺と表記するよう

に変わる。この寺の器量慶有筆の紙本墨書懇櫨歌

（橿島察璽文／には，建長元年（稔75／恵馨寺と

ある。

＊　本学元教官　橿島毒桜木聡慧一箆

　慧賛寺と恵投寺　この恵8寺は蔓盤紀誘頭譲で

は，慧嚢寺と表記されていた。それは大講奪中

（齢6～総§〉の簿平城天皇銅葎の「慧嚢」，弘仁年

中（8欝～8i5／の蹉餓天皇鋼麟の「慧嚢寺之郵ノ3｝

で霧1瞭である。かくて招魂1騰年毘簿羅史跡揚足で

使跡慧嚢寺跡」とされ，磐繰購大字磐操字村落

に建てられた資料館が，「磐梯出慧薮寺資料露淫と

命名されている。

　恵諺寺寺宝の一つの鉄鉢（醒重美／の銘に，「永

享七年乙簾八月　慧馨寺金堂鉢3（覆島察史7で恵

藏寺とするのは誤記／とあるが，金石文であるた

め，錘35隼に古い表記を敢えて笈霧したと見るべ

きであろう。というのは恵嚢寺の表記が簸選紀中

須以降続いているからである。縫えば憲警寺藏の

永承2年丁亥（欝む，僅永喜とあるが，氷霧の年

号はないから永承と解さ蕊ている／の大黒蒙板の

裏に，「磐梯露憲譲寺」とあり（新鑛会津騰土諾，

以下新誌と酪記する），仁平垂隼（蔓騒／の「恵饗

寺奮請雨経ゴ（会津麩事雑考／韓，承安2隼（賢72／

のヂ小瞬庄七十五村域氏より葱蔭寺に寄撰も（異本

塔寺長嬢）鰯，珍盤紀成立とされる今昔物語集の

「陸箋藪二恵饗寺ト去フ寺有」の魏事，承久3年

（捻2難のヂ悪露寺鳶獅子糠書コ（鞍事雑考），永

仁3隼（建艦〉の「惑8寺勧請椀講奥書ゴ（蕪講書〉，

観癒元隼（慧5街の「慈蒙寺薬麟再興」（異本塔寺

長藪），鷹安蓬年（欝7葺唾月巷欝『悪欝寺塔僕養」

（絵事雑考｝，癒永器年（i戯8／の「慈鴛寺炎上」

（異本塔寺長緩）などの膳椀が示す難く，みな恵

（悪／羅寺と表配し，慧欝寺の罵夢彗は永承以鋒瞬

治笏隼までさきにあげた金石文以外にはない。か

くしてこの絵緩が作成された蒔銭には，この寺は

惑8寺でなく，慰欝寺と表記していた。ちなみに
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懸記を含む1露轟では，みな溝字体の慈を髄欝して

いるが，恵とは字体の権違にすぎない。尤も慧も

難慧・知憲と入れかわる故，慧霞としても意瞭の

上では余り差はないのであろう。永姦8年（i溌i／

この絵醗修復のお継こゼ大瞬年中悪露寺建立3と

するのは，高野晦の僧の記事で，大講年中の麟建

だから惹講寺であろうが，ここでは1永！蓬掌中の恵

嚢寺が，大購隼中の麟建だというのであろう。

　恵蓉寺絵図の近貴の1琢稼　この絵騒の中雛にお

ける呼稔は不窮であるが，近盤にはこの絵籔を紹

介した著述が幾つかある。その最も苦いものは会

津襲事雑考であろう。この雑考では後述する麺く，

この絵麟の主として祇殿・仏堂及びその遺跡名の

注鑓を粥挙して，「以ま二毎宇爲籔癒簿；有塔頭者　職

小国　記真数滝登（魏纒永正中成毯〉ゴとする．す

なわち箪に醗と記載しているがラ恵欝寺麟であろ

う。それはこの雑考の著者海井新兵繕が編纂に参

撫しているという寛文6隼の会津風土記織でも，
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この絵馨を「悪露寺麟」と記載している故である。

麟井はその著会津羅家禽考で，この絵籔を解説し，

「鍵難事鞍　詳見干宮癌風土記」としている。官府

鼠土記は勿論寛文の会津風土記である。さきの指

彊内の永死中成毯の箆解は，文化6年（茎縫9／の

会津藩編纂新纏会津風土記にも継承され，悪騒寺

がヂ永亘の獲までは，猶宏基巨購にして，駝宇も

多かりしと見え，其麟今に残れ鞘と記達し，講

絵麟の摸写隠蟹を掲げてラ「永正吉醗jと題名まで

つけている（霧雲欝。

　しかるにこの恵警寺絵震には，次に示す如き修

遅銘があって，永琵8年（蔦蔓／高野山金鰯鋒寺

にたのんで露多《箋された絵籔であることは疑いな

い。もっともこの修理銘は，嘉永3隼（i蓉5毒〉会

津藩主松平容敬が恵饗寺を訪ねる時に，またまた

補修をして譲き廃したのであろうが，これまでの

修蓬銘を忠実に写し取ったと思われる。それは永

正の修理銘に奨州会津瑠轟轟尾寺琶，また恵嚢寺

　　　　　　　　　　　を悪濤寺とし，遜妻覆光藝完

　　　　　　　　　　　大｛着都寛尊と高野毒の大
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写真i　絹本著色惹縫寺絵霞の裏押紙鯵建銘

繕都名を記すなど，古い

文霧のままとみられるか

らである。それ故これは

永正書麟ではなく，拒永歪

修復吉馨」である（写真

亙参照／。

　建徳6年（賀i萄の実

賀記録織によると，この

絵纒は「営幽新古絵麟

二紙」の霧の意幽書絵籔

で，地志綉葉で1ま「当蜜

往吉鴎とし，新記では

「欝寺永正吉馨　一輕，

其蟹麹姦」として，i蓑

大の蕪記永正古麟を掲げ

ている。地志轟集の往古

麟は，元禄の磐繰出金鑼

院恵蔭絵醗の新絵纒に対

して，古い絵緩であると

の意と解すべきで声音の



安鐙擁雄二絹本著色悪警守絵馨の羅史地理麹考察 37

様子を復発して駿示した往古醒ではないゆ

　曼荼羅説の否定　この永歪修復の恵嚢寺絵麗を

曼荼羅とみた人もあるが㈲，そうではないだろう。

というのはこの絵籔は吉地泌で，絵蚕でほないか

らである。瞥見すると絵露的表幾が蒙立っている

から，絵錘と見違える人もあるのであろうが，絵

の様に見えるのは，瞬々や被殿だけである。それ

は確かに鳥籔醒式に携写されている。しかしこの

絵籔の主体をなす仏堂は，歪麓躍であって蔦籔図

ではない。しかも講堂は東海きの正面図である（写

真2／。また多数ある仏堂の遺錘は．遂露及び河鱒

とともに，平面纒として醒示されている。すなわ

ち地物を配号化して，土地の様子を示している。

したがってこれは絵錘ではなく，古地馨である。

現代の地籔も地物を藪式化した記号を養濡してい

る。絵纒ではその記号がより異体的で，あま撃攘

象化されていな雛点で差があるだけである。こう

してこの絵露は一部の人がいう難き曼荼羅ではな

く，恵嚢寺絵籔と呼ばれる絵騒である．

麗　境域翻としての恵霞寺緩緩

　古地醒（絵籔／の欝究家である栗雛元次（元広

島文礫大教授／は，その著枯版弛緩集成毒㈹で

藏本の明治以前の古地1襲を，量鼻醗・段本総騒・

国郡麟・境域懸などの捻種に分類した。この講箋

域懸は「寺社・城郭・殿舎・庭騒等の境内や，遊

郭・居留地等の特殊の地域の麟藩であるとする。

その霞立った特色は，絵画的傾向が著しいことで，

鎌倉・室馨頚寺代の寺縫境内緩の現存するものが頗

る多いと述べている。

　この恵欝寺絵霞は，境駿馨の類型に属する典型

であろう。この絵選では悪露寺境内の仏堂及び桂

殿は，その醗還がかな警正確に醒示され，色彩も

　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ鮮やかである。しかしその題辺は，北は小城鋒・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　だっさわ　おきな
磐梯山，南は薮橋燐以南鉦及び，東は湯達沢・翁
ごま

島から，西は赤捜西方にまで及ぶ籔翻を含むので，

題縁の歪は大きい。この特色も多くの境域麟と共

選している。それが絵薩的であるとしても，絵錘

そのものでないことは，前遠の遜辞である。境域

図の申には，室欝時代の作とされる大宰瞬観盤音

寺絵蟹鋤の難く，全藻爲騒騒式に表示された絵籔

もあるが，恵嚢寺絵醒はそうではなく，大部分が

董嚢纒か，平悪襲として籔示されて秘る。

　元来地雷は地表の様子を示すのに，ある観点か

ら諸地物を取捨選叛して，記号を嚢篤して平面上

に馨示したものである。絵籔は蔭1本の窮治鉄前の

古地纒で，霧治7年（欝7壌の耕地絵纒の倒が示

すように，その頃まで公的1こ絵襲の名称が使罵さ

れていた。

　この葱欝寺絵鐵では多数ある仏堂の遺鋳が，そ

の礎石の藍玉置を示す鋸くに，ノ罫麗を焼則登三しく蚕≧

べて蟹示している。これは現在史跡・名勝・天然

記念梅の所在を示す三つの黒点，すなわち正三角

形の三獲点に翫還した形の三つの黒点の原型であ

ろう。道筋は一謙1で由紀懸れたように騒示されて

いる離分もあるが，街道沿えの罠家とともに，記

号として醒示してあるとみるべきであろう。進魑

が講じだからである。湾繕も講様で，決して風景

醸や鶏繰霞ではない。

　この絵図はまた桑丹埼や金耀の墓を，多磨塔と

して纒示し，法認は舞離したのか見当らな募が，

これも護三号だろう。新記の永歪古馨では，乗丹‡右

墓と注記された多霧塔が騒示されている。ところ

で理存の乗丹埼及び金耀の墓は，共に石造の宝籏

麟塔で，多屡塔ではない．宝籐印塔は鎌倉時代に

一定の形式が成立したといわ蕊ている。徳一墓は

鞘堂の申むこあるから，この絵舞では形は不瞬であ

るが，これは蕎造の五重塔で，貞観2隼〔86癖の

築造とされている㈱。乗丹坊等の多屡塔も古い形

式を示すのかも知れないが，それを鎌倉時代以降

に撓え直して，宝籏墾塔に改めたと解験すると，

悪露寺開基の徳一墓が，古い形式のまま残されて

いるのと，整合しないだろう。それ故，これは拵

え覆しではなく，はじめから宝鏡葎塔であったの

でなかろうか。しからばこの緩緩の乗丹坊墓等の

多綴塔は，馨塔などの大焼摸の墓を示す記号とみ

るべきであろう。こうしてこの恵8寺絵騒は，寺

醗を図示してはいるが，仏画の範躊に属するもの

ではなく，吉地麟であると籔足せざるを得ない。
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欝　機轡及び「横新撰」の憲β寺絵籔

　さきにあげた元徳6年の実賀記録垂こよると，恵

裁寺の什宝中1こ「蠧毒癒書絵籔　二紙雌があ馨，

それはこの恵嚢寺絵纒一紙と，先代尊溌が公儀に

差上げるため作った元禄の恵嚢寺絵震下書一紙と

である。ちなみにこの公儀は会津藩の役所である．

これ以外の什宝は，壱巻・壱懸ある雛は句繕とさ

れているから，当時この絵纒は軸物ではなく，一

紙文書であったことを騨示している。それが醗述

の難く，この絵露の裏押紙にゼ去来依穫新撰多数

享保七壬寅年　横物令表異者也」とあるので聡ら

かな難く，実賀が横物に表翼させたが，文化6年

（揺紛／完成の新記に「永琵婁懸　一軽」とある

のを鐡案ずると，享保？年（董？22〉に軸秘にされ

たと見える。軽．それは機長の軸駿1で，醗在のよ

うに竪長の軸物ではなかったのであろう。

　「依横新撰盛は，軸梅にする慈に，一紙物を訝り

養んでいたから，横の折目にそう擬傷ができたと

読める。元来絹本著色勃，讐に継ぎ合わせ梅は，

折らないのであろうが，永正の修復後鎗毒隼もたっ

てのこと故，折られて雛たのでなかろうか。さも

なければ折り撰ができない筈だからである。　この

恵野寺弱量の実賀は，元禄蔦隼（葺§3／，欝矛の特

恵醤寺本堂（現悪騒寺／を建立し，正徳4年（i箕§／

には，寛文5隼会津藩で作った会津寺社縁起中の

恵鍵寺縁趨喜こ，　岡寺の瞬在地を湾溜郡と誤霧馨され

ているのを，訂正して貰うため獲上書を差上げ，

羅蘇都と訂焦して貰うなど，中興実賀とされるほ

ど積極的碁こ廷事をした人で，書き残したものを見

ても着実であるから，横新轟々の記事も繕懸盤が

大きいと思われる。ここで横筋と遠べているから，

横長の軸物にしたとみえるが，理姦の恵嚢寺絵麩1

は竪物である。これを横物とみるのは，この絵露

の東西を上下とすることを意味しよう．
　　　　　　　かみしも
　恵鷺寺境轟の上下　恵馨寺ではその境講の葉を

上，西を下とする慣行が書くからあった。それは

この寺の重要な年中行事の郷醒祭における，舟引

きの繰の定法である。郷鐵祭慧国家安全稔穀絞熱

の新篇をするこの寺の守護神磐1弟弱神の祭であ

i囎嘆一§

る。その舟引きの件は憲蔭寺酪縁起（藩鐵淫i〉

や，貞享2年（懇85／の恵嚢寺書上写鋤にも瞬記

されている。この境内の東を上とするのは，ここ

での水流が東から西に流れる繕撲承諾の藏勤方陶

に依るのかも知れないが，それだけではないので

なかろうか。この境内の中心をなす金堂の講を南

藤とすると，磐雛饗糠の本竃がある磐雛露は棄に

ある。また近盤のここ大寺は猪蕊代領大寺村であ

る｛鱒。蒲生・上杉・再1蒲生蔓毒嚢藤・保科〈松平）

各氏の時代ともケ大寺は若松綾在職の領主の領内

ではあるが，猪蕩代城には城代がいて，瞬東・灘

藝蕎緩を支醒し，猪苗代領と呼ばれてきた。それ

が中量の猪苗代氏文醗鍛来の傳統であろう。中盤

誘頸の猪苗代氏は後連する難く，蕪購の芦名氏と

は簿藷の地盤を保持していた。その嫁点の猪苗代

は，恵欝寺から見れば磯上であウ，真東に位置す

る。そこを上方とみるのは当然であろう。

　実賀語録によると，恵欝寺で郷霞祭を実施する

綴には，醒主よ参磐擁霧神の御坂量を建てる需誘

を戴くとあるめ雪，　このことでもこのぞテ事の重要嗜盤

がうかがわれる。また麟記の恵暮寺本堂（本‡毒〉

の建築に鰹し，藩に繕材の下総を顯雛鐡たのに薄

し，「飽の寺とは違い一…郷醒祭をも絹勤鰻義二

村松舞木醤鷹末木共匪下さる曲撫し渡されてい

ることでも推察に難くない。実賀壽録でも御国祭

の舟引きにつき「東を上と定，西を下と定ゴとあ

るから，悪露寺絵籔の東が上である。しからばこ

の絵穰の東藩が竪にな蓼，購龍が横で，当然横長

の絵馨とみなされる。それで実賀は獲物としたの

であろう。書蠧絵騒など横長にかかれたものを，

一般に横麹と呼んでいる。

　模擬灘による損傷　この絵籔で鑓立つ擬傷は，

東嚢方簿ではなく，雨靴方露に三筋ある。その海

絵翼の麺離が特艇鐸立つのは，この境内北蓉方に

ある罷象縷i現の葎舞舞こあたる離分で．纏約2c搬，

長さ5舳にわたって劉離している（写真2／。東部
　　あおたに　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　や

では大谷鱗のま二流にあたる小屋鱗籏にそって，絵

鐙の北蟻1から薦垂講まで，欝蓄続釣書こならぶ顔i緋の繁華

離縁があ蓼，i懸内外の纏で平行する鱗離縁もみ

える。絵蟹の中央では，講義両端ではあま婆醤立
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たないが，恵響寺境内の毒の大谷橋東方から，準

堂嚢1餐戦こかかる一線では，建物あるいは鬱憂根が切

懸されて，その軒先が薩灘で6乃至8灘も南にず

れている。これは絵絹の継ぎ欝が穿れて，あとの

修復でうまく接合しなかったものとみられてい

る。しかしこの籔にかかる大谷繕では，編を横窮

る纒2～3灘の平行する二本の切れ籔があって，

それらにはさまった藻分は，溝身が詫方にずれて

いるから，継ぎ欝の損傷ばか穆ではなさそうであ

る。三重ノ塔の屋1根の茜鵡もこの線轟こかかるが，

補修したのか，ここでは食

い違いはない。この中央の

籏の接合の不手際は，どの

購点で起ったのか定かでな

いが，永蕉8隼，高野識ま

で持ち込んでの修復の時で

はないのでなかろうか。

　菓西方霧の損傷でやや霞

立っのは，磐梯購神の縫殿

嚢南方から，墨磨と龍象権

現との購を通参，絵泌の簸

蜷までのびる鰯である。こ

こでは囁i～2綴で，長さ

が3軸余に達する。i陰嚢の
　　　　　　はなかわ
中爽部では，花辮橋（葛騰

橋〉の東南藻が，甚だしく

舞離している。こうして棄

藩方向よ撃講北方癖の損傷

が甚だしいことからみて

も，実費が記1達している穫

新拳による撰傷は，葎華北の

それ、であると思われる。こ

のように見ると，横折撃と

か横物の文言が瑳解できる

だろう。

　絵麟縁縦横の誘懸　享保

7隼の表具の際ラ次に遠べ

る事情からみて，この絵馨

縁の縦横を若干切彗詰めた

と見える。まずそれをこの

絵麟の南端からみると，ここに爵龍嘆一5繊の醤

が接続していたと思われる。というのはこの絵籔

の下蠕左灘で，寺領の籟と藤倉の倉の字の下端が

一藻窮参取られていることと，海昇著の擦車雑考

及び醒家倉考で，この絵霞の注誕を薩挙してある

中で，　準藤倉三筆砦堂」とあることを勘案すると，二二

購堂の三文字とともに，籟及び倉の字の下端が雛

撃取られたとみられるからである。この絵襲でこ

この羅｝居』の箋にある鶏嚢敢1悪式の縫殿は，赤墨宮で，

二踏堂（地藏堂〉は緩示されていない。神仏混淆

写真2　絹本若色恵騒寺絵図の岡寺境内羅近
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霧難

事馨琴薙縁轟轟馨叢嚢購き雛綾叢無毒霧擁購

鑓i　絹本著色感馨寺絵翻（写）
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であるから，この腰で地藏堂も露示したつも撃

であろう．今も藤倉二踏堂の南西部に，泰轟神社

が祭られている。新記ではさきに遜べた永正古褻

の申に，藤倉と漉した被殿がある。それ故文化年

賜以羨に二賠堂の三文字を食む藻分が講参取られ

たのであろう。文化年間以麟の修復慧．享｛呆の表

具の葬祭で，それは海井が藤倉二籍堂の注謡を確認

した後である。こうして享像の表具垂こ際し，下叢

の擬傷の酷酔藻分を，上螺や東西霧蟻と共に窮箏

取って，軸物にしたのであろう。上端も磐梯霞や

小城鋒の淫記の上方が，騒郭線すれすれになって

いる。

　東聾蕎螺は，この絵籔1こ健縁した絵絹一枚の癒

を，南駕方擁の擬傷線間の輪22．5α騰とすると，そ

れぞれ東西の縁まで燃えて，3膿余を切り詰めた

ことにな塗そうである（纒i参照〉。

欝　恵舞寺緩緩と偏角

　講籔で述べた嫁く，この絵麟の縦横それぞれ若

干を窮参詰めたから，この絵緩の周辺に方位の注

記があったのかどうかは不墾紅なった。しかし慶

長の越後醒絵懸の

頚城郡緩及び瀬波

郡露のように，方

｛立を記載しない絵

纒もある。それ．故

この絵藝箕こも復ζ｝

に方位の淫記がな

かったとしても，

この絵麟の上下

は，磁誌・磁講を

示すとみられる。

それは次に述べる

事情善こ積る推定で

ある。

　この絵襲では恵

霞寺境内の講義の

中心線が，多少西

に寄っている。購

寺の脇寺が悪露寺

境内の棄簿こ多数あるためであろう。悪婆寺境内

では仁王堂・申闘・金堂・撥革堂及び薦雰堂の中

心線が，大谷橋から苑燐橋までの参道の建長線と

ほぼ～致する。これを南北線としたと推定する運

由の一つは，金堂・横本堂・爾罪堂等の礎石醗置

の中心線が，略一線上に壷んでいる事であり，そ

の二つは譲本堂案縫にある鷲謂五懇懸闘堂の礎石

の醗置がシ離者と似た方海を示すのに，その礎石

の一部を零彗縁して建立されたとみられる三三重ノ塔

の礎石が，大部分置き換えたようで，そのため五

懇霞問堂1こ薄して，三重ノ塔の方海線が，3．5高ほど

東寄りになっているからである（纒2／。すなわち

繭者の方海線は誌欝．ぎ西であるのに対して，三重

ノ塔の方殉線は誌iぎ藩紅なっている。これ1ま蓉編

の地磁気の偏角が，ギ弱小さくなった鋳点で，三

重ノ塔を建立したことを示唆している。しからば

平安時代の後半には，ここでは西偏していた偏角

が，次第に小さくな撃つつあったと見える。こう

して恵欝寺境内の中心線は，その建立当縛の磁

詫一磁南の線を示し，それを南詫と考えていたと

みられる。天灘で子午線の方鶴を求めれば，この

　　　　　　　鵯遭　　　　　》硝
　　麟麟構
　　㌦§
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騒2　五濁霞縫墜と玉藍⑫塔の礎石翫羅纒（史跡慧馨寺跡膿の麟を一無徳是）



畦2 橿島大学教欝単離論集第酪号 謄纏心嚢

ようなことは逡重らない力蓼，磁石で磁毒と一磁癖の線

を求あると，いわき毒の飯野八幡宮鋤や，纏台毒

の大綺八麟密なら

びに跳出の諸寺錠

の麺く，建立欝の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　露導
偏角に見合う方海

を取ることにな

る．それ故，恵賛

寺の金堂・嬢本堂

などが葎馨寺露彗建さ

鍛讐濃臨難
鱗角が西編欝ほ

どであったこと臨

なる。縫方，霧の

方法で南箋の畜殺

及び中量の偏角の

永年愛翫藤織がわ

かれば，ここの金

堂等の麟建年代の

推定も薄髭となる

筈である．

翠　露事雑考

と恵濤寺絵図

　霞事雑考では恵

暴寺の麟建を大購

2年とする縁起を

載録し，この絵纒

に関して「夷羅十

余墾の闘，多選露

存焉葦として，鷲

表のような塗霊殿・

仏堂（含遺齢〉等

の名称を列記して

いる。それは麗存

の恵讐寺絵穰で

は，響議不籠のも

のも食むので貴重

である。

　瞬家禽考ではこの褒中の中堂を中霧とするが，

申堂は欠き，露事雑考では中霧を欠く。また雑考

隠3

膨

瞬治窃隼⑫本寺主要露轟
（寧縷轡によ鞍作綾1〉
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では篠浄寺を福牲堂，癖界堂を西界堂とする等か

らみると，複写機のない時代だから，後人の写違

あるいは写落もあるのであろう。懸家倉考に挙げ

てある蔵薩堂，新記に講されている藏王難・桑丹

　　　　　　　　　　　　　坊墓・類藏尼墓な

1剤
憲疑

碑

〉も
、

　
　
　
綿

・・ ﾚ謙浅爆・　　．ず、飴y慧．毫

　　　　解誌諜
鰹顯蔀旋＿バ訟＿ん、セ　．

叢、轟’ q製1髭総翻

邸薦憲苧、37§毒） L履 ’〃彪

どの外，墨客など

雑考に記載されな

いのも，後人の写

落毒》も知れない。

難，溝弄糞身の手

書こなる原典が所；窪

不馨なので，藪定

はできない。

　ここにあげたも

の｛7）夕星1こ2－3こ

の絵騒記載の郷村

名等もあるが，晦

聾が寛文年中にこ

の絵纒を見るまで

には，絵籔作成後

1まぼ鱒馨隼近く経

遍していた筈で㌻

摩滅して講読不能

のものもあったの

でなかろうか。携

えば大谷橋東方

で，大谷瞬姦岸に

ある大谷移葬や，

猪苗｛　街遵尋こ拾う

大寺の中心集落東

方で，爲籍だけ鑑

かれていて，社殿

が見当らない事鱗

で，　これらはこの

絵図の吉さを給ば

せる。

　雑考に擁記して

あるものの内，屡霧

譲群萌神・清灑耀

饗・権産着・二所穫

場慣天堂・月天堂

などは，現存の恵
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馨寺縫製では，溢講は響談不能だが，これらは寛文

以鋒に摩滅したのであろう　（一覧表参照／。

　醜大在勝　この絵磨に記載されていて，漿事雑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　だっさわ
考に粥記されない注記1ま，蔚記の外に湯達沢・寺

鎖麓河沼・青海濡・寺領慧9・難領及び乱人在所

がある。もっとも雑考では社殿・仏堂を主として

列議しているから，これらは除外されたのかも知
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もとまち
れな雛。鼠人在所は猪苗代街道に沿う大寺庫簿の

誌東灘こある。ちなみに恵藏寺聾前の本寺の中心
　　　　あらまち
集落喜まう　新羅ぎと辱むぎ才したカ》らう　この本馨｝の成立力豊

新i驚のそれより苦いのであろう。この乱人在所を

「乱入在所」と談んだ人葡もあるが，乱入なら「乱

入考在所」か「鼠人入在所」としないと，意壕が

通じない藷になるだろう。それはともかく，葦名

瞬事雑考記載の被殿仏堂等篇覧表

○磐楼窮神　　○籠象罐現

○蕩羅権現　　○大平明神
△箆沙海蛍　　△拝　　　　誘

○春ヨ止墾諏訪天講天神灘馨

○趨湯鶏神　　○熊野権現

○震倉明神　　∴宇井薮寺

○寺家入食　ム溝瀧権現
．、

潤@　蝿　　寺　　∴法苑！華｝寺

．難（妙）法寺　　∴懸　満　寺

一塔　戯　寺　 ○茜錠守護新寺

△観音堂蘂完力〉　　〇十　　王　　堂

．．不　動　堂　　○籔　本　堂

○不勇堂（禦発つ善法堂
○藩（翼／界堂　〇五　大　堂

○観　　音　　堂　　○徳　　一　購
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△麟骸井聡神

○馬頭撥音霧
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．襲　費　寺

寺
寺
童
｝

　
　
王

腰
橿
〉

　
　
鉱

満
藍
二

〇
∴
（
）

堂駝薦
（
～
）

堂
堂
臨
駐
出
．
工
宮

蒼
黒
堂
堂
天
色

　
　
宝

常
人
多
三
鐸
毒

∴
血
∴
∴
＾
熱
（
）

饒　　，雫

○旗鼓叢磯
（）講　　　　堂

貌

轟
．
欝

島
翁
舞

△
　
（
）

○脅 康

⊥
金

　
　
（
．
）

駐

堂

○串

注10翠巌現存の悪露寺絵馨寧にある。

　∴蒙隷舞絵籔牢に選鋳としてある。

　△垂難ま舞絵騒に淫認なし。

　下線は羅家令考差こ認戴あ聾

堂

i§襲一§

氏の家羅佐瀬溌1内か襲！瀬平八難が，大寺に館を築

いたことを念頭£お爺ての事とも取られるが，し

からば後達する如く，後年猪苗代氏が黒海の葦名

氏の支魏下に入ってからの構築であろう。それ故，

それ1まこの絵躍に拘ウのないことである。鼠人は

一般吾こは反逆者か鼠心者を意味するが，戒律を破

った餐かも知れない。寛文の憲縫寺縁起にも「不

寄放逸煮ゴとあ敷　ここにその者を叡容したのか

も知れな雛。

　恵欝寺寺領ヂ十八万石」　鰻事雑考1こはこの絵
　　　　　　　たつちれう
纒記載の多数の塔頭（脇寺／の遺錘名を認諾して

いるが，そこに寺が立ち壷んでいた誌代は，悪露

寺の盛んな時で，恵嚢寺の衆徒鑛の乗丹塊がナ養

和元隼（琵8葬，馨州横遜海原で認死する以蕪であ

ろう。乗丹塘は越後の域氏と共に，会津聾轟の兵

を率恥て，本書義仲追討に鐵か1ナている。雑考で

はその頃の恵警守の寺領はシ会津郷郡にまたがっ

ていたとするが，小溝籠もこれに癬わる筈である。

新記でもこの寺が盛んな鋳代には「子院三千八謬

紡に及び，数量の驚は堂宇軒を覚し（牛酪〉寺籏

今を以見る1こ十八万石計な概と述べている。こ

れは吉老の獲碑に鑓るとするが，中盤1ま貫文麟で

あるから，近糧1の石高に換算して欝万石余との意

である。それは会津霞都に小辮窪を燃えた蕎で，

文禄3隼（蔦§嚇の蒲生領綾地以議の氏郷領73万

石余の内高であろう．しからば当時鐵羽の長井が

i7万§千石余，箋州の苅鐙は2万5千石余であっ

たから，鱈達以南の鱗遵は35万石余となっていた

かと思われる。これに就籍ては後欝述べよう。

磯　恵籔寺境内の仏堂・社殿と門蔚屋敷

　恵馨寺絵褻は露至鋳示蟹ではないので，恵羅寺

境内すなわち院内の範囲慧，霧示されていない。

しかし享和3年（i縫3／の大寺村地志薦集による

と，侵食饗袴・天満天神・観音院なども院内とあ

るから，大谷橋（現薬錘嬌〉北方から花稽までの

腕前屋敷も，院内に含まれていたとみられる。

　恵揖寺の稗麟屋敷　恵欝寺絵纒での講寺輿蕪屋

敷は，参道の爾舞でそれぞれ撫をめぐらした二つ

の麗敷構になっていて，各一ヶ所の総遡を通じて
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墨入鬱していた筈である。淫記1ま簿もないが，多

分恵警守に奉仕する人達の渥敷で，後年飽の社寺

でみられる解前霧f・篤農薦難丁とは，様穏が異なっ

ていた。元禄2年（弼89／の金鰯院憲蕪寺絵籔以

下元禄絵籔と羅各講ずる／では，観帝箋完がこの西蟹彗

の霧羨獲敷の内にあって，花辮を境に現恵嚢寺と

接し，地志薦集によると「横槍壱鷺　竪弐拾八聞」

の広さをもっていた。これは霧恵饗寺東南でケ2慧

闘は茜灘響鋳屋敷のこの部の饗行に権当する。新

記ではこの擬音院は，霧当観音銑とあ撃，恵欝寺

仁王欝の前で，「境内東西二十三闘，南北八間隼貢

地3とされている。これは花絹檎東南籍で，棄翻

野弩1韓麗敷の概の北灘の遵に面していた。この遷当

観音藝完は年貢地とあるから，迂重量のこの謬麟餐圭敷

は華鬘地であろう。元禄絵纒で天満…菱神は

で拡がっていたのかは，萌示されていない。しか

し鯛治擁年の地積改正で，縫地（窟三／とされた

8反7畝i2歩（麟3〉とこの捧こ‡憲とでなかろうか。

元禄絵籔ではこの縫地の北東部に接続する徳一鐸

墓難近の「漢裁三十壱間．東茜三十八購」すなわ

ち3反肇畝余の地繕があるが，ここは墓地である

から，晃捨地にされていたのであろう。墓地は勿

i論のこと，堂宇敷も冤捨地睾こされた事｛難海蛍，外垂こ

あるからである。

　この新羅の恵騒寺境内i霧3畝余歩の藏積は，

雄志轟集の「恵欝寺境臨　棄謹蕎廿著聞，南北百

t卜簡　 免齢キ圭毯」の…i遊事とは大差力婁ある力婁，雄志

麗集では古い資料をそのまま記載したのでなかろ

うか。あるいは元禄絵騒の講説をそのままとった

表袴宮として花絹矯東方，新講の懸盤観音

醗の葉灘こ騒示されている（懸5／。元禄絵

図紅離記されている恵嚢寺境内の広さは，

「講載百二十壱閣，棄藪菖二十闘」で，蓬鴎

8反歩余であるが，それはこの弩前蟹敷も

含めての広さであろう。

　恵嚢寺本窮　絹本著色悪馨寺絵籔では，

醒繭麗敷の誌癒方に，花籍右岸で纒をめぐ

らした一構睾の屋i数毒鞭羅示され，豆三座茎憲と議i

める注記がある。ここは新記でいう恵El寺

奉舅で，現悪露寺の境内である。この絵纒

ではその東北薬に纏鍔があ陰，仁王堂の方

から出入！》するようになっていた。元禄絵

鐸ではこの本筋を箱形に綴でかこんで，中

に「恵嚢寺Jと淫諾されている。恵欝寺の

窪職の騒注所というのであろう。その繕鷺

は恵欝寺東南に，乗面して建てられていた。

飽に南欝にも鷺があサ，現在恵馨寺の正需

となっている。

　仁王堂以義の境携　新記の恵欝寺の「境

内三千百羅歩免除地」（i灘3畝慧歩除地〉

は，憲嚢寺本紡も含むのであろうが，元禄

絵纒では恵類寺境内誌部の白露鮭のすぐ嚢

鰯に，「響年貢地」が入筆込むなどで，この

境霧i麟3畝歩余の緑地の地所が，どこま

瞬韻』藤r轟轟
酢、遜辮ド讃婁鱗鰯

欝一�B麟鱒l

l　　　誘

灘鱒難懇懇茎茎」

　　麟5　元禄鈴磐梯鏤金麟院慧縫寺絵馨の主翻写
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の力量も矢嚢れない。養窪，元撮絵嚢璽では「免懇註キ地」

とは詫載していない。この達購8反余には，徳一

墓その飽の箆捨地や，さきにあげた轡薮雛嚢敷も含

むのであろう。

　恵饗寺絵懸で慧麓絹薦（蕎麟橋〉の北撰彗に，仁

王堂（鋤・中鱒・舞台・金堂・根本堂及び爾罪堂

　（涯記摩滅〉の大震摸建造梅が壷び，その北に磐

擁醜神の社殿がある。この中央の建麹列の東穫彗1こ

は，爵から観音堂・三重ノ塔・十王堂・串堂・春

日・麟懸井明神（淫記磨滅／が，互1こ棄西に多少

ずれて盗んで，北螺に徳一轟轟が騒示されている．

中央の粥の嚢灘では，霧から爵貌堂・善法駝・講

堂・五大堂・陣靉靆堂及び震罫堂が南北に壷ぶ。

この東嚢璽鼕鼕鎮彗ともに宰中央の　彗と羅様姦こ，大形の

建物が霞立っている（写真2・麗碁。

　この絵纒では密界堂の龍東に接して羽黒（権

現〉，藝灘に縫象権現が騒示されているが，それは

恵欝寺境内ではない。羽黒は新講の羽黒神祇で，

ヂ金堂の北十五欝海上にあ讐」とさ蕊，地志薦集

ではヂ羽黒鬱憂　子ノ方二盗テ大寺3り十六丁ッ

本1寺よ参ハ八丁余，纏シ横麹拾麗．竪二十五瞬」

とある．この距離は講者鷺で差があるが．恵饗寺

の境内でない点は共通している。麓象権理は新記

ではぜ金窒の戌亥の方八難計1こあり（中略／籠ケ

沢とi云，空海講羅の法を修せし所葦云々とする．

地志騰集ではヂ本寺村よ讐戌亥二当テ八丁蕪　滋

嬢弐聡半睡方　蟻二竜ケ化石有Jとする。これも

跳の識中にあ讐，恵蔭寺境内ではない。平瓦被の

歴史地名大系で，羽黒・罷象講社が境内麩である

とするのは誤解である。

　恵蓉寺境内には麟記の界，曝事雑考諾載の湾灘

経理・辯難i天・大黒堂などもあった筈である。元

禄絵纒にも清灑宮と辨財天慧境内紅騒示されてい

る。その溝灘権現は恵嚢寺絵鑓では，中縄の東灘

にある祇殿で．継ぎ欝の後傷で，蓮半分がずれて

いる縫殿であろう（穰i〉。この外廃堂となった常

行堂その飽の遺錘も纒示されて振るが，この絵露

では金堂を中心1こ大鋤藍が多数残っていて，盗蒔

なお大寺の名に手躍癒しい様相を示していたとみら

れる。かくて翼本塔寺長鞍でも，観癒元年（欝5毅

i§艇一§

憲欝寺薬懸堂再興を記載するが，鰻事雑考でも翼

年「戒記鰻　大寺薬麟安産」とする。この安座は

金堂すなわち薬鐘堂の再建を意嫁するのであろう

が，郷村名としての大寺というだけでなく，その

名の還撃，大寺銑が存姦していたのであろう。

　新鑓でもこの境内にっきヂ宏基藪購にして院宇

多かウし」と遜べている。これは寛文愚土記のヂ宏
　　ぼう
墓琶蔓藁を換讐したのであろうが，侮れ．もこの絵

麟での境内の様子を形容しての文書である。

　ちなみに元禄絵麟に仁王罵が麟示されていない

ことを横縫にして，元禄頃はここに仁王跨がなか

ったとする見解もあるが，どうであろうか。新記

の承正吉籔には中雛が詫載されていな静。だから

といって，中門がなかったと懸寇することは不可

能だろう。勉に資料がない鰻参，弛緩・絵纒身こ襲

示されていないことを支証として，それが無かっ

たと籔定することはできむい。ここで霧確なのは，

仁王碍の存否ではなく，この元禄絵護璽こ仁王門癬

麟示されていないということだけである。

　磐梯瞬神と恵震寺絹本著色悪欝寺絵麟でほ，

恵讐寺境内の箋1こ，徳一郷嚢と蔓べて，磐雛瞬禅

が懸示されている。この寺の鰐基の徳一が，「縁あ
　　　　　　　いわなむ　　　　　　ふもと　きよみず
らば我又こんよ磐犠の，婁の建の清水の寺」とよ

んだとされることや，恵欝寺の山号の磐梯毒から

推察して，磐梯睡の欝俸をこの寺の基本としてい

ることが窺われる。すなわち磐孝弟憲の露岳信｛郵と，

薬麟｛言擁とを習合させたのであろう。

　この磐梯墾神の本宮は，大磐梯灘の識嚢にある

が，　この山撰以西隷か恵駐寺がある本寺・大寺村’

の一角で，そこから猫摩岳・腰岳毒・吉城縫とつ

なが参，いずれも本寺・大寺村の内で，薦村合餅

後は磐梯村となる。こうして承寺の恵欝寺が磐梯

露の麓であると考えていたのであろう。

　恵蕪寺に麗わる霞岳繕鐸は，磐繰出だけが対象

ではない。この憲嚢寺絵鐵でもわかるよう轟こ，吉

（小／域鋒中腹の大平窮神，露麓義こ近いし麟こある

麗黒権現，境海難の嚢織縫等みな露神である。雑

考記載の二噺権現（學豆露及び箱根罐理の二所／・

熊野権現も講様である。燈，羽黒権現の本地は正

鰻音，総出；縫の本地は十一藤観音とされて誤るか
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ら，薬編との習合は磐梯競禅であろう。歪しく磐

鬱鬱護神の奉地を薬編とする人もある。

　明治2年（鰺6§〉の神仏滋澹葉産金で，憲欝寺

は～時廃寺となるが，ここの金堂購近は磐檬神祇

の社地となって，今歌こ及んでいる（緩む。

彊　恵嚢寺絵画の寺領と縫領

　この恵嚢寺絵露には，仏堂・縫殿名の外，露名・

郷村名の瀧記もある。その中で寺領と頭漉のある

ものが2－3あ参，郷村名をあげずに地籟とだけ

注糞轟されている勝もある。　ここでこの寺領と舞垂領

を検討してみよう。寺領紅は寺鑛北海沼，寺領藤

倉（二贈堂／，寺領O難がある。寺家入倉も寺領入

食でなかろうか。

　入念1こは恵醤寺子続の霧彌駝堂があるが，この

絵醒には纒示されていな麺畠入倉は菰被と共に，

後年塩綴縷内の村であるが，入倉全村が寺家とい

うことはないのでなかろうか。それ故寺領入倉の

誤諾のようにみえる。

　毒枝の北方紀「寺領江〕馨」の濾記毒雪ある。華華読

不能であるが，この絵麟の近糧1の写麟である恵欝

寺藏写露，慧欝寺資料館藏写騒共に，「寺籟瞥薦村コ

とする。いずれ塩鱒纏内の村であろうが，この緩

内に竹麗村はあるが，竹羽村はない。羽と読めそ

うな墨蹄の残りは，上の鎮の文字より窟灘紅片寄

っていて，某村の羽村とも談めそうであるが不瞬

である。

　蓉橋嬢の南方に寺鑛載湾沼・南海沼、璽に欝方

に寺領藤愈（二階堂）が露示されている，この後

者の捲1霧鐘の二駿堂は，離述の如く切撃取られてラ

今はなくなっている。この藤禽は南溝沼であろう

が，さればといって寺領蔑湖1濃霧潺湲と続けて読

むのは遜燐でない。南溝沼の文字は北清灑とは離

して書かれている。それだけではない。鎌倉時代

の藤倉には藤倉館があって，それ．は藤倉氏の駿館

であ讐，瞬氏が金上経密で津1験こ移っても支醗縁

続き，その後貞治3隼（欝6壕漿は小傷木の雛領

の平氏の支配であったとみえる故，それが恵醤寺

の寺領である訳はないからである。

　寺領詫溝沼　海濯郡は現在．棄は海東驚から藪

は擁津跨までを含むが，会津壌下驚以西は，猛漫

紀中蟹は蟻鱗窪（異本塔寺長鰻）で，湯僻村以東

の湾沼郡と涯震されていた。蒲生領の文禄3隼の

高騒録麟の藩邸i卜渥沼の麩分も薄様である。藤原
　　　　いせい
時代に冷裏窟の荘躍がここに成立し，溝沼藤西半

が蟻鱗荘になったという。

　八霜野の弱発年代は定かでないが，中轡の溝沼

郡の内の八葉寺購近以東は，翁島人出牲泥流の流

れ出や泥流窪地の灘地が多く，大難分が未麗の原

野であった。そこの村の大都分は，近糧1の麗発の

新磁または新村である。それ故中盤の載海沼は，

穰出講近から北方の熊野堂・堂島・八葉寺などの

透鍔をさすと思われる．この堂島義こは堂島の館が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
あり．茨長元隼（82の零辰，大寺待佐瀬穫大郎清

鑑力雀羅盤三したという（会津鑑〉。大寺侍は大寺薬嚢羅

すなわち恵嚢寺に奉仕する代富とみられている。

その館の位置に就いては異談もあるが，福島察の

ゼ申量城館鯨壽では，新寵の堂島新醗の権現堂鋳

（堂轟館〉とする。すなわち欝橋鱗の擢現堂灘購

近の屈麹部にのぞむ要害である。

　熊野堂の高館（湾棄籍熊野堂宇高館〉は，恵鴛

寺侍とみられる斎：藤大藏俊長1の醤館であるとさ

れ，岡ご熊野堂の字書屋敷には，富懇渥敷とよば

れる地所があって，憲讐寺侍の憲欝氏の渥敷があ

ったと伝えられている。富鑛氏はさきの佐瀬氏と

共に，後隼葦名氏の霞天王となる。露家倉考によ

るとこの塞醗氏は鈴昔年恵嚢寺全盛の時，地下を

縷擬して，当時の名主郷頭などの類の者」だとい

う。この「当鋳ゴは勿論，羅家倉考編纂の寛文の

漿をさしている。富懇家年譜では，貞癒元隼（舞22／

3月，佐原光盛が弟藍錆（撫納氏土三富／と，恵

露寺に花見に鐵かけて，岡寺の有講富鐡漏祐に鐵

逢い，仕官を勧めたが，漏祐は露辞して，一子千

秋を鐡猛させたという。当嚢寺の富懇氏の在翫は定

かでないが，熊野堂ではなかろうか。ちなみに葦i

名氏獲天王五千石の富籤氏難ぞテ地は，荒拝である。

　現在の溝沼謬湯綴付は，中量擁頭は載題城善こ蘇

る北蟹氏の支醗地であろうから，そこが寺領の北

溝沼ではあむ得ないだろう。

　寺領藤倉二墜堂　現在藤倉二購堂の名称は，覗
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治36隼（欝欝〉嬉肩欝欝購で麟指定の重要文化財

ジ庭ξ命寺地藏堂」の遵奉奉である。葦冤存のこの建物は

室籍時代の中頃の建造とされるが，地鐵堂はそれ

以蕪から存在した。すなわち寛文騰土語及ぴ新認

では，大隅年中の麟立とし，瞬事雑考の建久元年

（緯68〉の記事に「密繧承恵興　砂海沼部藤倉村

禦羅陀霧延命寺廃撲　瞬謂二贈堂驚蜜職滋盛とあ

る。それ故この地藏堂は童舞鋳代車鑛の建て替え

である。この藤倉二踏堂郷地藏堂の東2§暮盤の所

に，藤倉館があ参，会津の警護佐原十郎左衛霧義

達の子盛運の第三子盛義が築いたとされる。この

鐘は棄藩妬盤，薄麓鱒灘の矩形で，三藤土居に燐

まれ，南灘には掘形が残されている。盛義の孫盛

弘が，湾沼部の金上館1こ移り，璽に溺櫓こ移るが，

康尭尭年（稔56／には，この藤倉館の鷺東認の土居

の上に，黒鱗から勧請した穰荷鮭を建てたと伝え

られているから，津1晦こ移っても，藤倉村は藤倉

氏（金上氏と改姓／の支醗地であったと思われる。

　この藤倉村は，実梅寺文書｛獅に依ると，鍵盤組

中類までには，小高木の総領平景兼の所領になっ

ていたと思われる。それは次の史料による。

　寄進　実損寿陵婁鍵清灑轟藤倉村内　了鱗在家

　一宇鑓一町事　右彼所考　景藻爲重代癬懸之地

　　無盗難行平今権違之翼　欝馨父複母菩提　永

　代辮奉寄進　若齢蟹兼子孫中弛人於被致違蔑
　　　　ユ　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　サド　じ　　こ

　之輩考爲不幸之仁　所詩霧領申公方　無駈残薯
　　ぼゑ　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　す　　　ヤ　　

　膏永代押知行之状　嬉件

　　貞治三年十月七欝　　　　　　平　景兼

　講じ露購の実権寺への浩藁文書もあり，法難か

も短れないが，侮れも藤倉村の了鱗在家一宇と懇

一驚にかかわる。「重代根伝」は極讐文句かも知れ

ないがシこれは在家一宇だけでなく，藤禽村が景

兼の所績なのであろう。纏，次簾で述べる事情に

よると，当暴寺藤倉二二贈堂は，まだ憲馨寺の寺領で

あったと思われ、る。

　ちなみにこの了鶴在家の鐸奪の露地は，ここに

残る方形の地割からみると，条里のi坪にあたる

ように見える（糧　 i反3§蓼歩の古法である〉。

　飽領の事　この絹本著色恵羅寺絵露で，地籟の
　　　　　　　　　　　　　　につばし
注記があるのは，藻橋絹南岸で新橋繋近のニケ所

i鱒垂一§

のみである。これは郷種名を購記していない。八
　　はウた
田は墾螢の響化で，新鰭を意練するとか，湿地を

意嫁するとも解されているが，新縫墾騰であろう。

しかしこの八懇野の開発隼代は不明である。餐，

恵霞寺縁起では，八露野の穏蕎ソ森で三鈷聾を投

げ，恵藏寺建立の場所を選定したとするから，当

時八鑓野の一部が講かれていたことになろう。そ

こ力量地覆とあるのは，恵藝寺の寺領でないとし）う

ことだけであろうか。この疑闘は，この絵麟の東

茜きこ1ま，魑鑛の注婁藝がないことから趨る。

　中量擁鞘の郷麻都は，東部が猪苗代氏，中露都

は裟原氏（加納／及び新窓氏の所領となっていた。

猪苗代氏は擁点を猪苗代に置くが，その所領は現

在の猪苗代鷺・磐涕欝の外，塩鱒簿にも及んでい

たと思われる。それは次に挙げる畠毒・吉良連署

の吹挙状その飽に依る推察である。

　三浦大炊小太鄭左衡胃雛盛遠妻平氏購　睦婁醒
　　　　　　　　　　　　　　　ミ　ヨ
　難癖部内下稽根濯村轟知春分安都事　申状壱遜

　謹進覧之　子総載干状候　以代官　金簪上線

　薄緩緩御沙汰艦載　鎌髭露　驚喜鐸援露躾　恐

　縷謹言
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　貞穣露年八舞十二ξi　姦馬橇頭園長苑押
　　　　　　　　　　　　　　　ぼむ
　　　　　　　　　　　　　右京大夫貞家藷押
　　　　　　し　サ　　
　　進上　武藏守殿働

　この三浦盛運は猪苗代氏で，その後室平氏が，

かねて示幾寺に寄進してある下利根辮誘の知得安

堵を，貞秘4年（欝尋8／8月に侮った燦の，多賀

國癒の奥州管領塞出麟氏及び吉良嚢家のラ高麟蓬

に蝿する吹挙状である。永徳元隼（鴛75／には講

じ後室の譲状鋤もあって．この下科撰鱗村が猪蒋

代氏重代権伝の所領であったことが嚢る。それ．が

懸永器隼（蟹22）2海の葦名盛政寄進状｛鋤では「下

舞振濯村　猪苗代本知行分霊の地を，盛政がかわ

って，示醗寺に寄進しているから，元（鋤猪苗代

鑛が無類の葦毛氏領に変ったのである。この下利

根絹村は現在の塩鱒胃内の競部にあ静，入倉・赤

枝とともに近量の塩湖纏内である。それが示現寺

の寺領であったため記録が残されたが，記録が残

らないこの村近傍の村々も，嘗ては猪苗代氏の所

領であったとみられる。
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　錘重紅中饗，猪苗代城主の後室が，塞鰹管鎖を

通じて，黒穂氏の執事高緬直に構を立てているか

ら，鑓家倉考の著者が推定した選彗，当蒔の猪苗

代氏は，会津の葦名氏の豪猛ではなかったと思わ

れ．る。　これ．と購じ闘｛系は，騰i永墾年（麺雛〉　7肩

の麟遵諸家一接連判状灘でも窺われる。すなわち

この連判状では猪苗代城主参溜嘗盛霧は，安積郡

車地の沙弥姓久らと，笹絹・穏村公方に緩みし，

鱗遵諸家と瞬盤を結んでいる。これは会津の葦名

氏との幾行動を示す。

　その猪苗代領慧，葎1は曇橋繕境であるから，蓉

矯購以爵は飽領で，悪騒寺境内の東藪で，この絵

麟紅示され、た地溝毒こは，麹領はないのであろう．

かくして当時の恵馨寺は猪苗代氏の霧領内にあっ

たと思われる。

犠　恵藏寺絵鑓4〉作成年代考

　在来の概説　これまでのこの悪露寺絵纒作成に

関する所談では，この絵襲の恵警寺境内に乗丹紡

及び金耀の墓や，十重堂が纒示され，乗丹坊らの

墓が鎌倉蒔代の特色を示す宝鑑蒙塔であること，

董びに十王霊は地藏十王経の成立が鎌倉蒔代の初

だというので，鎌倉宋熱鉄鋒，室欝鋳代の擁の作

といわれてきた（鋤。

　前述の難く嚢橋舞1以葎郵こ健鑛の注記があるか

ら，鎌禽鋳銭以降の作に違いないが，奉寺の観音

院の古寺取調書（薦鐵i2〉に依ると，瞬治籾隼こ

の観音綻所；葎堆紅ある乗丹舅墓が建治2年（鴛7緯

驚肩の建設とあるから，それ以降であろう。その

墓は塔身に梵字を澱んだ宝鏡麟塔であるが，乗丹

塊戦死の経緯も記遠し，逝去繊こよるとしている

から，この墓の建設隼代も遺1去緩に追罷されてい

たかと思われる。ちなみに金耀の塞の寵載はない

が，平安誌代の建設といわれる徳一墓は，貞観2

隼（8縫〉筋目の建設，婚藏尼墓は建設隼代不詳と

ある。この絵醒には多数ある子銑の遺跡及び名称

を，総密に籔示しているから，それらが廃寺にな

って以来，余り歳月が経遍しない蒔点で，この絵

騒が作られたことを暗示している。

　絵絹等に黴る年代考　東麓大学の有賀祥隆教授

の鑑定によると，この絵騒の絵絹（綾織〉・絵翼及

び筆致寿～らみるとう鎌倉末其舞や爾葬ヒ朝鋳銭のぞ乍で

はなく，童舞時代で「癒永年鑓の羨半（欝鱗～i嚢葺

は蓬轡えない」という。このi4鍍（癒永亜8／隼は，

次の件に捲警がある。

　藤倉秘の浅野権現堂　繭述の嫁くこの絵麟は永

正8年修復であるから，それ以蕩の作であること

は疑いな魏が，この絵藝繋こ浅野の熊野権理が示さ

れているのをみると，以下遊べる難く，鷹永鰺年

以蔀｝の作とみられる。

　この熊野権現は藤倉二蔭堂の葉詑に騒示されて

いる。これを熊野堂村の熊野権現とみた人もある

如くであるが，そうではない。というのは熊野堂

の熊野権現は，謄徳2年（欝8§｝に，郷麻鄭新宮

に遷されたからである。この絵襲の熊野権聡は，

藤倉村浅野の熊野権現であるが，藤倉二購堂のよ

うに「寺領」とは鎖漣されていない。しかし篤農

と門とみられる正羅董麟の奨に，鳥織籔式で熊野の

神殿が醤示されている．この絵醗で鐘恵薮寺境内

のタ舞こある懇黒穫現・八幡社なども，寺領の頭注

はない。猪蕊代湖群蟹沢村の溝纐寺，茜方上西運

轡憂）西駿i寺などの恵欝寺子鞍（新記／も講様であ

る。浅野の熊野権現も悪婆寺の守護神の一つであ

るから，この絵鐵峯こ蟹承されたのであろう。元禄

絵醗では恵露寺境内に，熊野権理が祭られている

が（麟5〉，浅野のそれを遷したのであろうか。こ

の浅野の熊野棲理は，藤倉村浅野の権現堂の駈在

を示すから，狂熱こ値する。それは次の沙強寄進

状鶴に灘わ1）があるからである。

　寄進　渥沼部藤倉村内浅野罐瑛堂　大沼郡長緯

　轡内金俣所　門懇申荒居内三所宮事

　右醗選寺令書補漸也　守先携可被致沙汰状麹件
　　　　　　　　　　　　　　ラ　　ヤ　　　　　　　　　ぴ
　　藩永十八隼十月申一嚢　　　　沙弥　花押

　賎事雑考に依るとこの沙弥は葦名盤政である

が，盛致は前年すなわち鷹永算年6月，詫疆域を

攻酷して，北縷氏を亡ぼし，瞬27年には新宮壕も

攻略している。こうして永享6隼（錘3の§月の

盛政譲状（蹄では，瑠麻・海沼各部や蜷獅・新宮・

撫納の各蔑も含むから，藤倉村も盛政領になって

いたのであろう。その藤禽の浅野権現堂を，盛政
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が議通寺に寄進しているから，それが恵嚢寺の鎮

守ではなくなって雛たのであろう。この浅野権i現

堂が熊野宮の境内を含むとみられるから，この絵

襲は鷹永鰺年以羨の作と見られる。

　蟹　恵繋寺絵緩からみた恵嚢寺の地建的環境

　どつこ　しぶず

　独古清水と総懸芽明神　この恵繧寺絵縫の両界

堂東方畠こ，麟嚢懇＃響勢串の褥嚢と鶏居と力量欝承され

ている。この題神の嚢翻意掻傷が甚だし恥離分で，

講界堂との聞にある独音溝水（元禄絵褻では欝泉

とする）・三鐵藤は，この絵纒では醤読不籠であ

る．麟撫は水または払離に供える水を愚昧し，そ

れを澱む井戸あるいは裏が，麟｛旋井である。麟鰻

丼聡神はこの独吉清水の水神であろう。三錨藤は

紫藤で，恵欝寺麟建の際，何麩に建てるかを定め

るのに，五鈷替を投げたら，この紫藤にかかった

と縁起に述べてある。この寺を溝水寺と呼ぶのも，

この清水に虚来するのであろう。

　この近辺にはこの清水の外，梵天清水・顛藏尼

清水・唐橘清水などがある。梵災清水は三鈷杵の

落ちた場所を探す擁：に，ここに来て抹んだら，梵

字が水藤に鐵現して，戌亥の方海に流れ，紫藤の

所在を知らせたと簿えられている。この羅近は陣

積錐の湧祭：帯である。

　沖積錐と扇状緩斜面　悪騒寺近傍の地形を扇状

地と彗事ぶ人もあるが，沖積錐と呼ぶのが適撃3であ

る。懸垂状地（沖積扇〉は捧積錐と匿1じく，扇諸多を

示す毒婁，1講者は勾甕莚毒叢緩くッ誇礫とニヒ砂との堆積

物で購成される。これに難し～中積錐は小形で勾醗

が急で，嚢角礫と土砂とで溝成されるα憂聾こ勾配

が急になると崖錐と轟手ばれる　（選§／。

　恵欝寺近傍の捧積錐は，吉城鋒から流鐵する葛

燐の冲積錐で，妙法原醗近は麟出沢騰，塩ノ原購

近は載鱗の冲積錐である。これらが複合して扇状

緩斜藏を形成している。その載縁はやや勾醗の急

な崖錐状の斜面に続いて，詫の霞地との覆1の勾翫

の変換線は瞬瞭である。その線に滑って猫魔磯麓

の林道が覇かれている。この扇状緩斜面の薄縁は，

大谷矯以東ではほぼ大谷／恥こ沿い，その支流滝尾

辮の線となって東霞に延びる。その南は翁島火霧
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牲泥流の堆積地盤である。この絵霞ではそこにあ

る小起伏の丘陵を，誇張した毒の形で騒示してい

る。

　藏王難と灘尻癖　この絵舞1こは義離の露から流

れ出す小麗鱗（大谷鱗のま1流の名称／・灘尻灘・載

購及び牛沢鱗が泌示されているが，薄絹名の注記
　　　　　　　　むやまい
はない。灘緩1鱗は蛇道灘の灘貌の瞬である。この

瀧は新記で藏王瀧とし，葬永正憲騒メこも講じ注記

がある。しかし葱霞寺絵籔では灘慧麟示するが，

難名は摩滅したのか見当らない。この瀧の下に石

窟があって，不動を祭るから不動瀧の称もある。

この詫慕の幽地は，麓の水源懸養慶で，各渥絹の

流水は堰水として新羅され，扇状緩斜面の下灘に

点在する水蜜を漣離していた。また各溝羅の伏流

水は，湧票を懸養している。

　恵舞寺の三橋　恵餐寺酪縁起（前鑑注i／では，

嚢橋・大谷橋及び高欄橋（苑艦橋〉を，恵暴寺三

橋とする。この絵蟹ではこの三橋がみな編干橋で，

手沢鰍こ架した橋とは権達して，入念に搭かれて

いる。これは1瞬妾こ遺去・現在・未来の三盛を表わ

し，これらを渡ると薬編嬉来に結縁すると，臨縁

起に述べられている。

　藏橋1まこの絵騒では新橋と注記され，地志薦集

では「吉は新橋と書き鰻得共，塩辮縷落合村二て

新橋を掛け，響新橋と曝，依之欝橋と改と遠べ

ている。落合村は縫橋郷と大谷繕との合減点にあ

参，その新矯は寛永騰隼（i縫3〉から慶安2年

（i麟§／までかかって完成した（磐梯轟史／。大寺
　につゴも

の新橋もその名の遜り新らしい橋であろうが，藥

橋年代は不瞬である。｛豊，　この絵麟毒こあるから爾

鷺報欝代以麟の藥橋であろう。これは会津平と悪

露寺とを繋ぐばか静でなく，猪苗代御選の屡喬であ

る。露橋鱗はこの購近で深い鋏谷を麺むから，こ

の絵騒1こ示す難く，街道は大きく《の字な鱗こ麟

抗して谷間に隆参，橋にかかる。これは曜隷時代

になってもしばらくは講様であった（泌6／。

　大谷嬌は大谷鱗に葉されているが，この鱗も深

く鱗旅が薦み込んでいる。しかし繕鞭が狭いから，

その両岸に石櫃を築き，支往なしの橋を架してい

たという。
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　会津平と恵嚢寺　磐

諜霧を神体とする神鮭

は，この磐雛舅神の外
　　　　　み　ぬ　　　　　いは
に，猪薫我見梅鐵の磐
き

蕎葎縫方達ある。これは

斉衡3隼（絡劔に石梼

神経として従露位に叙

された式内社であるか

ら，恵響寺よサ麟建が

古いのであろう。恵鴛

寺は購じく磐雛露の磐

梯明神を守護禅として

いるのに梅らず，この

戯から離れ．て，吉機鋒

の麓£あるのは，この

寺の縁起にある難く，

八鑓野の穰荷ノ森で占

って，その建立位置を

定めたことだけに敏る

のであろうか。磐梯毒

の魔魅を降伏させるの

に，その近くでは趣持

地遷講査瞬　瞬治34隼灘量　紹鵜6年修正灘驚　2灘総分のi

地形轡新潟三号喜多方ノニ　広蒙　福島十五号磐繍鐵ノー　猪蕊代

毒害できない事餐琴海書あるなら，　また響彗の事暮こなる。

　恵醤寺麟建以羨の会津平は，大塚鐵吉墳を始め，

多数の吉墳があ弩，8嚢紀の後半には多賀蟻の漆

紙文書伽｝でも凝るように，棄北地方でも条量麟が

施行され，会津平にも方々にその遺贈が残されて

いる鵬｝から，ここで擘くから麺鐸が普及していた

ことは推察に難くない．それで仁平尋隼（登5蓬）

σ）恵醸寺有請雨経記（襲事雑考）のように龍象権

現で薦乞をやり，建治元年（i27§〉の票重要文化

財紙本墨書醗櫨歌でも判るが，2月の御醒祭でも

「稔穀成熟之御析薦」をする。由の神は鐙の神で

もあ参，恵嚢寺が会津の農渓の倭輝の中心となっ

ていたかと思われる。こうして吉城峯の麓は，会

津平に近く，磐雛霞の建として，悪騒寺を建立し

たのでなかろうか。

む　す　び

1麟　恵藏寺絵纒は室罵葬寺代；擁頭の作成とみられる

　から，轟轟漿内では最も苦い絵纒で，僅少な中

　轡1の史料の補足として貴重である。

（2／現存の絵泌縁享保7隼表興する擦に，縦横そ

　れぞれ若干を切蓼詰めた。擬傷も甚だしく，一

　部の漉記も摩滅あるいは判談不能となった。そ

　の一藻を懸記を騨絹して補達した（纒碁◎

（欝　この絵騒は磐雛露悪欝寺の境内を中心に，一

　見絵醸的に纒示しているが，仏堂は玉露籔，縫

　殿は篇諏纒式，遺跡・道及び海綿等は平麟纒で

　表示している。顯ち地物を記号化して國示して

　いるから輿璽的な境域露の類型の吉地纒であ

　る。それ故仏画でないが，擁を靉靆として作成

　したのかは今後の課題である。あるいはこの寺

　の存続にかかわる事態に購係があるのでなかろ

　うか。羅みにこの絵籔は平成5隼度篠島察重文

　に餐妻定された。

　購記　本稿を整理するに燦し，恵嚢寺住職俸藤

泰雄氏からは，岡寺寺宝灘覧の優宣を与えられ，
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種々鐸教示も戴雛た。また絵絹・絵具・鑑写筆致

等の面から有贅祥隆氏の貴重な郷教示を受け，取

馨に課しては，尾形秀璽・五十嵐勇作・矢内誠也

各氏，慧欝寺資料館の皆様の鐸協力を得た。ここ

に厚く謝意を表する。

　　　　　　　　　　　　（露盤隼7月難藝受運）

孟
3
藍
掌
8
轟
鼓

　　　　　　　　　注

葱響寺縁趨・酪縁莚　会津資麟叢書二

雄志繍集大寺軽　磐稀霧史近盤資料i　透蚕

鑛葎　集書十種霧難　遜島漿史6　写真莚解号

会津覆車雑考　薇島祭史料集成露

異本塔寺長鰻　会灘籏下瞬史欝　歴史鑛漸集

産薄吉之跡職　会津織上記・騰俗籔巻一

磐梯出金羅鞍悪嚢寺絵馨　慧馨寺資料館寄託

実費誕録　磐梯購史資料纏欝　盤藝～

石蟹茂舞　磐梯蜜悪露寺探訪　叢美徳§ノi

栗蟹元次　古版地毯集成　聡？，博多成象堂

大宰晦観選者寺絵醒　多賀絨と古代東麓　蕊嚢

麟　徳一墓　古寺院取講書　磐梯驚史資料纏騨，2誓

　　頁

　　恵繧寺書上写　鯵と購書　鍵翼

　　猪蕩代簿大寺轡毒境改　磐梯驚史資料鑛翼　難

　　安懇擁雄　飯野八幡宮絵舞とそ憂）簗更地瑳的意

　　義　福島大学教書学薬論集菊．玉頁～

　　醜入莚蔭　磐梯釘愛　2欝葵

　　景兼寄進状　会津羅家令考　薦垂嚢外

　　畠繊・吉良吹挙状　橿鳥桑史7　7総翼

　　ゑかく譲状　醜講書　7艇頁

　　示現寺への盛政寄進状離縁書7繕責

　　一叢連灘状　薄濁馨　尋灘頁

　　銭藤贈夫　徳一と悪El寺　会津若松青史i　鱒

　　蚕

　　盛政寄進重最　蓬霧と嚢署書　8疑至貴

　　整数譲状　麟購書　5韓頁

　　漆紙文書　霞絨桑多賀誠鋳調査欝究漸資料｛

　　鈴木嚢夫　轟轟の歴史地覆晒究　鷲3頁～

　　　　　　　　　　　　　　（平成6隼7月至i鋤
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（i〉　亙くe雑0簸£紘皺曲0短£無量C矯重£z簸was灘＆δε厳t盤eむe錘鐙搬90ず施e　M蟹⑪懲ac銀建鍛，a総lt　IS

　a　v3短歌雛e　Ez疑艶ca慧se　lt1s撫e　o羅8st　Elz娘鹸Alz縫嵌st麺£童，a蟹玉鰻se｛擁as　o欝e　oξ3艶w嬉stoでlcal

　灘tεr孟31so｛驚麟av擁3ge、

（2／　丁蟹eでe＆re　so膿a響露ra　｝｛聾鍛茎董s醒8幾緩｛癒s溢餓護S雛建。　s｝董r董簸es藤t魏騨ec塗cts　oず翼錘。鱗茎。簸
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（3／丁鼓e昌重rect魏so｛t熱ese膿a量醸認so鑑綴磁s盤s薮owso驪龍cl識t漉soずteπest盤1灘蓼醸一

　lS盤　量趨t嚢e玉ate　蚤｛8量a盤狂r3、
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